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十

巻
本

『

伊

呂
汝

字
類
抄
凸

の

位

置
付
け

【

　

目

　
次
　
】

　
　一
、

は

じ
め

に

　

二
、

植
物

部
の

比
較

　

三
、

人

事
部
の

比
較

　

四
、

辞

字
部
の

比
較

　

五
、

畳

字
部
の

比
較

　

六
、

ま

と
め

、

は
じ
め

に

　
『

色
葉

字
類
抄
』

『

伊
呂
波
字
類

抄
』

『

世
俗
字

類

抄
』

『

節

用
文
字
』

な
ど
、

「

イ
ロ

ハ

字
類
抄
」

系

統
の

諸
本
に
つ

い

て

は

現
在

ま
で
に

様
々

な
研
究

が

な
さ
れ

て
き
た
。

し

か

し
、

「

イ
ロ

ハ

字
類
抄
一

系
統
に

お
け

る

諸
本
の

位
置

付
け
と
い

う
点
に

関
し

て

は
、

未
だ

明
確
に

さ
れ

て
い

る

と
は

言
い

難
く
、

特
に

十
巻
本

『

伊
呂
波
字
類

抄
（

以
下
、

十
伊
と

略
称
す

る
V

』

の

位
置
付

け

河
野
敏

宏

に

つ

い

て

は
、

 
三

巻
本
『

色
葉
字

類
抄
（

以
下
、

三

色

と

略
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摩

丑

↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
雲
2）

す
る
）

』

を

増
補
し

た
も
の

と

す
る

説
、

 
こ

れ
を
疑
う

説
の

二

者
が

あ
る

。

　
本

稿
で

は
、

「

イ
ロ

ハ

字
類

抄
」

系
統
の

諸
本
、

す
な
わ
ち
、

『

節
用

文
字
（

以
下
、

節
用
と
略

称
す
る
）

』

・

二

巻
本

『

世
俗

字

類
抄
（

以
下
、

二

世
と

略
称
す
る
V

』

・

二

巻
本
『

色
葉

字
類

抄
（

以

下
、

二

色
と

略
称
す
る
）

』

・

十
伊
・

三

色
の

内
容

を
比

較
検
討

す
る

こ
と

に

よ
り

、

特
に
、

十
伊
の
、

「

イ
ロ

ハ

字

類
抄

」

系
統

に
お

け
る

位

置
付

け
を

試
み

た
い

．

　
比
較

調
査
の

対
象

と
し

た
の

は
、

諸
本
の

加
篇
の

植
物
・

人
事

・

辞
字
・

畳

字
の

四

部
で

あ
る
。

加
篇
を

対

象

と
し
た
理

由

は
、

諸
篇
の

中
で
、

加
篇
の

収

録
語
数
が

最
も

多
い

か

ら

で

あ
る
。

語

数
の

少

な
い

篇
で

は
、

諸

本
の

違
い

が
明
確

に

な
ち

な
い

こ

と

が

多
い
。

ま
た
、

植
物
・

人

事
・

辞
字
・

畳

字
の

四
部
を
対
象

と

し

た

理

由

は
、

こ

れ

ら
の

部

は
、

収
録
語
の

配

列
の

点
で
、

諸
本
の

違
い

が

顕
著
に
あ

ら

わ
れ

易
い

部
だ

か
ら

で

あ
る
。
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こ

の

比
較

調
査
の

結

果
、

次
の

結

論
を
得
た

、

　

 
十
巻

本
『

伊
呂

波
字
類
抄
』

の

原

本
（

X
と

仮
称
す

る
）

　

は
、

「

イ
ロ

ハ

字

類
抄
一

系
統
の

か

な
り
初
期
の

体
裁
を
有

　

し
て

い

た
。

　

 
現
存
の

十
巻

本
『

伊
呂
波
字
類
抄
』

は
、

X
を

更
に

噌
補

　
　
し
た

書
で
あ
る
。

　
　

 
X
は
、

二

巻
本

『

世
俗

字
類

抄
』

・

『

節
用

文
字
』

圏
の

祖

　

　
本
を

大

幅
に

増
補
し
た
書
で

あ

る
。

　
こ

れ
ら
の

点
に
つ

い

て
、

各
部
を

比
較
検
討
し

た

結
果
を

示
し

つ

つ

詳
述

す

る
。

二
、

植
物
部
の

比
較

　
ま

ず、

植
物
部
の

比
較

検
討
を
行
う

。

　
植
物
部
の

内
容
を
比
較
す
る
際
に

重
要
な
こ
と

は
、

増
補
，

改

艮

の

過
程
を

考
慮
す
る
こ

と

に

よ
っ

て
、

諸
本
の

相
互

関
係
を

よ

り
正

確
に

知
る

こ

と

が
で

き

る
、

と
い

う

こ

と
で

あ
る

。

現
存

諸

本
の

中
で
、

あ
る
種
の

本
の

内
容
に

改
良
・

増
補

を
加
え
た

内

容

を

有
し
て

い

る
こ

と

が
わ

か
っ

て

い

る

も

の

は

節
用

と
十
伊
で

あ

る
。

前
者
に
つ

い

て
、

石
野
つ

る
子

氏
は
、

現
存
本
の

節
用
は

前

部

が
原

形
で
・

後
部
は
後
の

増
補
で

あ
る

と
さ

縫
．

従
・

て
、

原

形
本
節
用
の

植
物
部
の

内
容
は
、

現
存

本
の

前
部
の

如
き

状
態

で

あ
っ

た
こ

と

が
推

定
さ

れ
る
。

ま

た
、

後
者
に

つ

い

て
は

次
の

と
お

り
で

あ
る
。

川
瀬
一

馬
氏
が
、

『

古
辞
書
の

研
究
』

（

三

四

六

頁
）

に

お
い

て
、

　

　
　
植
物
・

動
物
等
の

名
を
多
く
増
補
し
て
ゐ

る

事
も
亦

目
に

　

　

着
く
点
で

あ
る

が
、

そ
れ
等
は

、

本
草
和
名

や
康
頼
本

草
に

　

　
據
つ

て

増
補
し

て
ゐ

る

事
は

両

者
を

比
較
す

れ
ば

明
瞭

で

あ

　

　
る

。

語
彙
の

配
列
注

記
等
に
至

る
ま

で
一

致

し
て

ゐ

る
。

と

述
べ

て
お

ら
れ

る

と
お

り
、

十
伊
植

物
部
に

は
『

本

草
和

名
』

か

ら
引
用
し

て

い

る

語
が

大
変
多
い

（

『

康
頼
本
草
』

か

ら
の

引

用

と
判
断
さ

れ

る
例
は
現

時
点
で
は

見

出
し
て

い

な
い
）

。

こ
れ

ち
の

語
は
、

ひ
と

ま
と
ま

り
に

な
っ

て
引
用
さ

れ
て

い

る
の

で
、

そ

れ
以
外
の

部

分
と

容
易

に

識
別
で

き
る

。

従
っ

て
、

現
存

本
の

十

伊
植
物
部

か
ら
、

こ

れ

ち
の

『

本
草
和
名
』

か
ち
の

引
用
部
分

を

除
い

て

ゆ

け
ば
、

十
伊
の

原
形
本
X
の

植
物
部
の

内
容
が

推
定

　

　
　
　
　
　（
注
4．）

で

き
る
こ

と

に

な
る

。

　
一

例
を
あ

げ
る
。

　

　

芥

騁
為

　
辛
菜

　
菘

、
．

．

　

有
莨
楊

毳
葺
叫

陶

曩
　
自

芥
ろ

鱗

　

　

昼
芥

書
義
・
庭
・

冨
珸

礬
・

雀

芥

鑿
蕪
蝋

鵠
毓
髄
；

呈
草
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（

＋

伊

　

加

篇

　
植

物
）

　

　

芥
又

有

莨

韓
直

　
自

芥
子
軸

瞭

鼠
芥

靆
器
耗

　

崔

苓
難

　

　

琢
聶
演
焔

之

　
和

名

加

良

之

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

冠

本

草
和

危
』

　
下

36

ウ
）

　

こ

の

例
の

場
合
、

「

芥

辛

菜

　
菘
一

は
X
収
録
語、

「

莨
」

以
下

は
『

本
草
和

名
』

に

よ

る

増
補
で

あ
る
。

　

以

上
、

現
存
本
節
用
と

十
伊
の

植
物

部
に
つ

い

て
、

そ
の

内
容

は
、

原
形
本
の

内
容
と

そ
れ

以
後
の

増
補
部
分
の

内
容
と

を

あ
わ

せ

も
っ

た

状
態
で

あ
る
こ

と

を
述
べ

た
が
、

二

世
・

二

色
・

三

色

に
つ

い

て
は
、

そ
の

よ
う

な
様
相

は
み

ら
れ

な
い

の

で
、

特

に
断

ち

な
い

か

ぎ

り
、

現
存

本
の

内
容

そ
の

ま
ま

を
資
料
と
し
て

用
い

る
。

　

さ
て
、

節

用
の

原

形
部
分
（

以
下
、

原
節
用
と

略
称
す
る
）

・

二

世
・

X
・

二

色
・

三

色
の

植
物

部

を
比
較
し

て
み

る
と

【

表
一

】

の

よ

う
に

な
る
。

　
【

表
一

】

　

数

字
は
、

諸
本
に
お

け
る
配
列

順
序
を
示
す
。

こ

　

　

　

　

　

　
の

配
列
は
、

三

色
の

配
列
を

基
準
と

す
る

。

三

色

　

　

　

　

　

　
の

配

列
が
諸
本
の

中
で

最
も

整
っ

て

い

る

か

ち
で

　

　

　

　

　

あ

る
。

声

点
・

注
は

省
略
す

る
。

二

世

原
砕

即

用

叉

二

邑

三

色

−

答
竹

力
．

千

7

ー

婆
竹
ヵ．．
 

・

答
竹

籌
6

答

竹
勧

薦
ク

答
竹
勘
74

離

ヱ

苦

竹

衣

亭
3

害
竹

力

『
ヶ

−

苫
竹

歓
部

ケ

害

竹
哀

卑

害
竹

力ハ
9
ケ

3

　

　

　

河
肯

弘

河

竹
円

三
割

竹
q

8

珂

竹
司

河

竹
匈

‘

石

打
む
7

宇
ヒ

6

石

竹

專
ヲ
．

8

石

竹
ヨ

；
，

守

石

竹
力

ラ

ヲ
ヒ

石

竹

力
7

ヲ

ヒ

砂

彖
力．
7
。

7
ヒ

蓁
力

ラ

ア

7
．

9

人

条
幼

鰐
招

〃

人

条
”
q47

欧

桑
貍

拷

12

神
算−
局

神

草
q

7

簀
蒙
越

罫
斈

摺

若
萋
棚

罫
手

若

菱
鷄
疑
黎

厚

防

己

挈
蔓．

防

己

萼
ヵ

y
．

3
　

　

辛

芥

8

辛

菜
円

3

辛
菜

な

辛

茉
力

夛．

辛
茉

≧
。17
。

7

芥

亨
ン

ヶ

芥
勘

葬

弘

芥
需
5

16

芥

子
刈

芥
チ

阿

鰰
η

‘

耘
z

為

17

菘
吊

菘
月

，

琴

母

萱

卆

了

萱
ヵ

ヤ

κ

萱

卆

拶

萓
ヵ

ヤ

萱

事

− ・

苅
壷
記
ヵ
7p

菊
萱
設
ヵ

ヤ

慮

鈍
萱

製
．、

刈
イ

〃

苅
管

力

穿
†

莚
萱

ヵ
．

事

〃

黄
連

。

宅
？

〃

黄
違
ヵ
，

τ
サ

・

黄
連

霧
牌

　

　

　
†

乃

黄

連

弖、
，

黄
連

ヵ

ユ、
，

貿

王

連

〃

王

連
〔

王

連
円

北
呉

草

η

莫
黄

ヵ

4

　
弋　
　　　、、

刀

黄

草
ヵ

手

暮
蓋
草

葺

黄
葦

蜜
刀

蓋
草
鏐
柵

溶

黄
草
蓼
暑

蓋
草

魏
ギ

黄

草

夢
罨

溶

麻
黄

賛
鷺

辱

麻

黄
ヵ

斈
ッ

麻

黄

蒭
船

　

　
又

アマ
ナ
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窒
不

裏
禦
電

　
オ
　

サ
　
　　
ク
　　
寸

茎
不

冨
田

行

王

看
行

黎

　

　
カ

う
「

｝
へ

解

柏
韓
蘇

縛

草
麻
塵

塁．
77

蓴
麻

亢一
哥
シ

へ

葦
名

町

草
麻

ヵ．
．

．

茸
麻

ヵ．．
．

嬉

白

並

尋
韋
R
臼

並

享
季

鶯

白
＋

止

毳
新

冴

白

並
勤

葬

自

並

野
叫

蓴

吽

女

青

羣
尋

13
女

青
粛

靠
噂

女

青
力、
子

各

錦

々

青
π
ろ

書

女

青
ヵ

拿
多

5
　

　

　
雀
甑
月

［

み

雀

瓢
『

％

雀
瓢

町

あ

雀

瓢
。

雀

瓢
。

（

掠

下

略
）

　
【

表
一

】

か
ら

次
の

こ

と

が
わ

か
る
。

　

 
三

色
と

そ
の

他
の

本
と
の

配
列
順
序
を
比
較
す

る
と
、

三

色

と
X
と
は

全
く
異

な
る
が
、

三

色
と

他
の

三

本
と

は

比
較

的
似
て

い

る
（

特
に
二

世

は

非
常
に

よ
く
一

致
し
て

い

る
）

。

三

色
の

植

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
　
Q
オ

占

物
部
は
、

峰
岸
明

氏
に

よ
っ

て

指
摘
さ
れ

て

い

る

よ

う
に
、

細
か

い

分
類
に

よ
っ

て

よ
く
整
理

さ
れ

て
い

る

か

ち
、

結

局
、

X
の

分

類
が

最
も
耒
整
理

な
状
態
を

示
し

て
い

る
こ

と

に

な

る
。

　

 
同

訓
異
表
記
の

グ
ル
ー

プ
（

例
え
ば
、

「

カ
ラ

シ
」

等
）

に

収
録
さ
れ

て

い

る

語
数
は
、

二

世
・

原
節
用

が
よ

く
一

致

し
、

ま

た
X
・

二

色
・

三

色
が
よ

く
一

致

し
て

い

る
。

　

そ
し
て
、

植
物

部
全

体
に
つ

い

て

同
様
に

し
て

調
査
す

る
と
、

次
の

こ

と
が

わ
か

る
。

　

 
収
録
語
数
で

は
二

世
・

原
節
用
が

よ
く
一

致
し
、

ま

た
X
・

二

色
・

三

色
が
よ

く
一

致
し

て
い

る
。

そ
し

て

後
者
の

収

録
語
数

は

前
老
よ

り

か
な

り
多
い

。

三
、

人
事
部
の

比
較

／α 冫

　
次

に
人
事
部
に

つ

い

て

比

較
検
討
す
る
。

　
人

事
部
に

収
録
さ
れ
て
い

る
の

は
、

人
間
の

精
神

活
動
を
表
現

か
る

語
や

芸
術
・

産
業
に

関

す
る

語
で

あ
る
（

芸
術
・

産

業
に

関

す
る

語
は

人
事
に

関
す
る

語
の

次

に
ま
と

め

て

収
録
さ
れ

て
い

る

）
。

人
事
に

関
す

る
語
の

部

分
で

は
、

ど
の

本
に
お

い

て

も
、

あ

る
一

つ

の

訓
に
該

当
す

る
漢

字
（

熟
語
の

場

合
も

あ
る
）

が
一

箇

所
に
ま

と
め

ら
れ

た

形
に

な
っ

て

い

る
（

以

下
、

こ

の
一

ま
と

ま

り
を
「

同
訓
群
」

と

仮

称
す
る
）

．

そ
の
一

例
と
し

て
「

カ
ナ

シ

フ
」

の

同

訓
群
を
示
す
。

働 　　　　 悲 二

袁　 遮　 享 世
q
　 　 　 ζ

慟　慾　裏　悲 原
『　

阿

　 o 　 享 節
≒ 用

ト艶　 愍　 ・更　関　夏　 悲 十

卆 悸

蓮与

葬　健　 1蜀　慙 　哽　悲 三

｝ 色

ぢ

早　　　 1舞　 噂 　 ロ更　 悲 ・ 三

挈享 色
し

≒
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遽 帳 慈 爆 罪 博働 ロ目 鴫 噫 儒 涼 憐 於 旻

慟 咽 囑 噫 慓 ヲ東 憐 矜 旻 闇 傷 幗 才rt 懇 惆 恨 篷

働 咀 睇 鴫 噫 †鼎 廉 憐i 矜 旻 1珥5慯 姻 斬
一

懇 惆 悵 慾

巳
上

冂

糠

∴

　

こ

の

例

か
ら

わ
か
る
よ

う
に
、

一

つ

の

同
訓
群
に

お
け

る

収
録

漢
字

及
び

そ
の

配
列
順

序
は
、

二

世
・

原

節
用
の

グ
ル

ー

プ

と

十

伊
・

二
色
・

三

色
の

グ
ル

ー

プ

で
、

そ
れ

ぞ
れ

よ
く
一

致

し
て

い

る
。

な
お

、

こ

の

点
か

ら
だ

け
で

は
、

前

者
の

グ
ル

ー

プ

と

後

者

の

グ

ル

ー

プ

と
の

間
に

は
、

量
的
差

異
が

認
め

ら
れ

る
に

す
ぎ

な

い

が
、

同
訓

群
そ
の

も
の

の

配
列
順

序
を
調
べ

る
と

【

表

二
】

の

よ
う

に
な
っ

て

お

り
、

同
訓
群
の

配
列
順
序
の

点
で

は
、

ま
た

異

な
っ

た
様

相
を
呈

す

る
。

　
【

表
二
】

　

数
字
は
、

諸
本
の

同
訓
群
の

配
列
順
序
を

示
す
。

　

　
　

　

　
　

こ

の

配
列
は

十
伊
の

配
列
を
基

準
と

す
る

。

各

同

　

　
　

　

　
　

訓

群
の

最
初
の

漢
字

だ
け
を

示
す
。

声

点
・

注

は

　

　
　

　

　
　

省
略
す

る
。

弘　 3　   　 1 二

刺　頑　戒　賢 世

や　 挈
一

　 力

　 子　　 ≡
　 ン

　 　 （
郵　　 3　　 ，  　　 〆 原

剰　頑　 滅　賢 飾
力　 　 和　 　 力　 　 ，’
　 1 ご　 芸

用

ナ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シ

シ

十

刹　頑　戒　賢 伊

耀 鬆 i
シ

E
，　　 出）

　 （
タ　　 2タ　　 7　　 ！仏

二

剥　颪　戒　賢 色

歹 12　1
ナ　　　　　 シ
冫

　 　 （
タ　　 酋 　　 ？　　 β

三

科　颪　戒　贋 色
力　 肋 ヶ　　 カ　 カケ
〜

鄒 　」　孟
冫

ナ†　　　　　　　 シ

ワシ

10〆
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Research in Kunten Language

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Researoh 　ln 　Kunten 　Language

6

禽

穹

7

蕚
ヵ
シ

ッ

，

イ子
力
写
ヨ

シ

34〃

祖
ヵ
9

琴

ーユ

賢
ヵ

ヲ、，
丶

ウ

佑

獲

孕

β

悲
カ
ナ
冫

厚

感
力
厶

2・
豪
努

17

戴

t曾

谷
力

　丁
　 7
　7

i7

　官

　5
　1
　 7
　 7

刀

諸
ヵ
9
へ

ゆ

軒
ヵ
9
ム

？

姦
ヵ

2、
シ

6

狩

楚

7
歯
寸
ヵ・ン
ウ

7

イ
ω

美
。

妹

q

ρ

祖
ヵ
9
ス

？

〃

笠
窄
，

，

ラ

厚

役
ヵ
チ

ー3

悲

享
シ

7

ρ

廐
変

z

豪
ヵ

ウ

η

戒
ヵ
イ

店
い
不

オ．，
ラ

77

フ

μ

浴
力

夢
＾

17

諸
ヵ

呈

『

桁
ヵ

z

8

姦
ヵ．
子
シ

姦 貨 謎 癧 浴 沫 堯 戒 折 豪 語 覆 賽 悲 役 愛 祖 好 イ専 狩

芻 夢？ ？ 召 P， 望 蓼 才 耄 弯 参 1R 享 享 彦 夢 系 穿室 効
慢 ；

ヘ ワ

廷 　 蓄　 t，　 3 ス

量 　 1 夛 彗

♪

狩
茫

κ

饋
ヵ
｝

。

ク

β

媛
カ
ホ
ヨ

シ

ー9

祖
ヵ
ヲ

夛

％

登
ヵ
9、
ζ
り

6

陸
ヵ
＋

沙

悲
卆，，
7

〃

葱
ヵ．’
ス

〆

豪
カ
ウ
ナ
リ

2

行
力

リ

ケ

歳
カ
イ

8

鳧
ヵ
7

冴

沐
力．’
ラ

7
。

ウ

卸

浴
力
＾

TA

ω

蔵
聖
ス）

療
円

ρ

諸
ヵ

ヲ
、

号

新
芻
勢

醒

姦
總

マ

》

2’ 　 6 　 27 　2P 　’ム 　！ワ 　 5

悲 隆 豐 祖 漾 熊 狩

享享 韋 歹 ？ 壽 蕁効
シシ 　 　 　 　 r 　 ス 　 ヨ

7 　 　 、 　 ク 　 》 　 ク

　 　
「
｝

〃

愈
ヵ
．

ス

−

豪
嬲
市

2

行
ヵ
ウ

ケ

戒
力
イ

3

昆
カ

フ

31

潔
ヵ、
．

子
弓

一

蕃

琴
・

厂
癨

ー

8

諸
ヵ
ウ
ェ

解

新
肋
99

勢

丹

姦
肋 ン
カ
シ

マ

シ

繊

歌
ヵ

写

，

款
ヵ

孝

万
愛

力

呈、
い

）

↑

豐
ヵ
9、
て

」

躄
。

，

。

盆
出

（
溢

豐
夢
。

キ

」

勿

臼

比

絞

齢
好

臼
貰

葭
初

 

自
焚

蔚
勃

 

わ

臼

寛

蔽
”

 

喧
力一．
，

墨ノ

漕

喧
コ、
．

ス翠‘

酌

 
9

言．
ヲ
シ

訓

西

 
9
千

ミ

歹ン

ム

タ

射
ヵ

i
ミ

加

毒

射
享
ユ

ミ、

歩
射
力

‡、、

皿

歩
射

津
童

凶

擲
倒
塑

考
許

擲
倒
 

眇
物

癬
倒

捜
，

ウ

諺

榔
−

倒
効．

リ
ウ

丞

樗

蕭
弓
享

訓

樗

蒲
奨
 

撰

蒲
力
り

享
超

樗

蒲
ヵ

呂

冶

神

樂

皿

神

樂
力

2
，

神
樂

力

2
，

β

神
察
カ
ワ

ラ

（

以

下

の

「

術

蟇
・

産

業
」

は

♀

文
力
，

＋

　
幵

ヨ
登

ヵ
9
シ
、

リ

）

盈

自

覚

蔵
”

部

切

嶼
力

ζ
又

シ

33

兎
ヵ
9
チ
ミ

写．ン

β

歩
射

ヵ

主、、、

厨

擲

倒

薇
朝

雄

樗

蒲
効

弩

岸

神
樂

ヵ

；

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

省

略

寸

る

）

　

つ

ま
り

、

十
伊
の

同
訓
群
の

配
列

順
序
は
、

二

世
・

原
節
用
と

よ

く
一

致
し

て

お

り
、

二

色
・

三

色
の

そ

れ
と
は

大

き
く
異
な
っ

て

い

る
と
い

う
こ

と
で

あ
る
。

こ

の

理
由

は
、

二

色
・

三

色
が
、

訓
の

仮
名
文
字
の

数
に

よ
っ

て

同
訓

群
を

配
列

し
て

い

る
こ

と

に

あ
る
。

特
に
三

色
で

は
、

改
行
・

星

点
に

よ
っ

て
、

そ
の

配
列
を

一

層
明

確
に

示
し
て

い

る
。

（

た
だ

し
、

こ

の

仮

名

文
字
数
に

よ

る

配
列
は
、

人
事
に

関
す
る

語
に
つ

い

て

の

み

行

わ
れ

て
い

る
の

で

あ
っ

て
、

芸
術
・

産

業
に

関
す
る

語
に

つ

い

て

は
こ

の

限
り

で

は

な
い

。

）

。

こ

れ

に

対
し
、

二

世
・

原

節
用
・

十

伊
の

配
列
順

序
に

は

何
の

規
則
性
も

窺
え

な
い

。
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四
、

辞
字
部
の

比
較

　

次
に

辞
字

部
に
つ

い

て

比

較
検
討
す
る

。

　

辞
字

部
の

収
録
語
は
、

「

カ
ツ
・

カ
ス

カ
ナ

リ
・

カ
タ

フ

ク
一

の

よ
う

に
、

ほ

と
ん

ど
が

用
言
で

あ
る
が
、

稀
に
、

「

カ
ツ

テ
」

の

如
き

副
詞
、

「

カ
レ
」

の

如
き

代

名

詞
、

「

カ
（

香
）

」

の

如

き

名
詞

、

「

カ
ナ
（

哉
）

」

の

如

き

助
詞
な
ど

も
収
録
さ

れ

て
い

る
。

そ
し

て
、

ど
の

本
に

お
い

て

も
、

前
述
の

人
事
に
関

す
る

語

と

同
様
に
、

あ
る

訓
に

該
当
す
る

漢
字
が
｝

箇
所

に

ま
と
め

て

収

録
さ
れ

て
い

る
。

そ
の
一

例
と

し
て
「

カ
タ
ル
」

の

同
訓
群
を

示

す
。

議 詁 談 詔 二

カ　　　　　カ
ヌ　　　　 9 世

弓　　　 1し

「
・・話 談 語 原
q

彡
円

亭 飾

写　　　 ノL 用

詞 ii皮 謂 議 話　談　語 十
カ　 カカ

ヲ　 99 伊

亨 ’L
ろ

響　　言司　　言皮　　＝　　話　　談　　言［1 二

亭 色
1L

詞 設 謂 議 話　談 語 三

亭 色

ε

冨
冱

　　　　　　　
こ

の

例

か
ら

わ
か

る
よ

う
に
、

一

漢
字

及
び

そ
の

配
列

順
序

は
、

二

世

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

の

同

訓
群
に

お

け
る

収
録

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

原

節

用
の

グ
ル

ー
プ
、

十

伊
，

二

色
・

三

色
の

グ
ル

ー
プ

に

お
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

よ

く
一

致

し
て

い

る
。

し
か
し
、

同

訓
群

そ
の

も
の

の

配

列
を
み

る

と
、

や

は
り
、

人
事
の

場
合

と
同

様
に
、

二

世
・

原

節
用
・

十
伊
が

よ

く

「

致

し
、

二

色
・

三

色
が

よ
く
一

致
し
て

い

る
。

ま

た
、

辞
字
部

に
つ

い

て

は
、

十
伊

に
は

、

二

世
や

原
節

用
に

は

収
録

さ
れ

て
い

な
い

訓
が
比

較
的
多
く
収
録
さ
れ
て

お

り
、

そ
れ

ら

は
二

色
・

三

色
に

も
収
録
さ

れ
て

い

る
。

　
つ

ま
り
、

十
伊
は
、

人

事
部
・

辞
字
部
に

関
し

て
は
、

収

録
語

数
の

点
で

は

二

色
・

三

色

と

同
様
で

あ
り
、

同
訓
群
の

配
列

順
序

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

熔
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で
は
二

世
・

原

節
用
と

同
様
で
あ

る
と
い

う

こ

と

に

な
る
。

お

そ

ら
く
、

こ

れ

は

十
伊

が
X
の

人
事
部
・

辞
字
部
の

状
態
を

そ
の

ま

ま
引
き
継
い

だ

た
め

で
あ

ろ

う
と

考
え
ら
れ

る
。

五
、

畳
字

部
の

比
較

　
最

後
に
、

畳

字
部
の

比

較
検
討
を
行
う
。

　
畳

字
部

は
、

音
読
・

訓

読
の

熟
語
（

以
下

、

音

読
語
．

訓
読

語

と

略

称
す
る
）

を

収
録
し

た

部
で

あ
り、

そ

の

大

部
分
は

音
読
語

で

あ

る
。

ま

ず
初
め

に
、

こ

の

音
読
語
・

訓
読
語

の

分
類
方
法
の

点
か

ち
諸

本
を

比
較
す
る

。

　

二

世
で

は
、

前
部

に
訓

読
語
を
収
録
し
、

そ
の

後
に

音
読
語
を

収
録

す
る

が
、

こ

の

音

読
語
の

中
に
訓

読
語

が
混
じ

る

場
合
も

あ

る
。

加
篇
に
は

そ
の

様
な
例
は

な
い

が
、

例

え
ば
多
篇
で
は
、

　

　
「

−

道
路
　
−

喪

　
−

蛇

　
−

竜
　
向

使

律
じ

　

相
縫
汐
万

　

　

直
人

貿

湯
錐
手

丑、

肬
漏
　
　
擔
石

　
對
場

題
目

　

　
1

危・−
・

の

よ

う
に

音

読
語
の

中
に

訓
読

語
が
混
じ
っ

て
い

る
。

　

原

節
用
で

も
同
様
に
、

前
部
に

訓
読
語
、

そ
の

後
に

音
読
語
を

収
録

す
る

が
、

そ
の

音
読
語
の

中
に
、

訓
読
語
が

混
じ
っ

て

い

る

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

04

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

ノ

場

合
が

あ
る
。

　

十
伊
で

は
、

二

世
・

原

節
用
と

は

逆
に
、

前

部
に

音
読
語
、

後

部
に

訓
読
語
を

収
録

し
て

い

る
。

そ
し

て
、

訓

読
語
の

中
に

音
読

語
が
混
じ
っ

て

い

る

場
合

が
あ
る

。

加
篇
の
一

例
を
示
す

。

　

　

…

…

戚
儀
コ
・

・

フ

斤
言

畜
・

ト

龜
ト

安
−

ウ
．

謀

龜
局

　

　

信
老
刀
・

ラ
ワ

客
遊
カ
ク
・
ウ

覺
悟

割
量

物
鮮

抑
船
顕

　

　

耿
介

「
ウ
カ

イ

酷
烈

　
姥

領
ヵ
ウ

誇

不

肯
力
工

弁
ス

・．・

…

　
ま

た
、

こ

の

他
に

も
、

十
伊
が
二

世
・

原

節
用
と
大

き
く

異
な

る

点
と
し

て
、

頭
字

が
同
じ
で
あ
る

熟
語
を
一

箇
所
に

集
め

て
い

る

と
い

う

事
実
が
あ

る
。

加
篇
の
一

例
を

示

す
。

　

　

加
冠

轍

晶

紬

藤

濤
，

持

　

二

世
・

原
節

用
で

も
こ

の

傾
向
は
み

ら

れ

る
が
、

完
全
と

は

言

え

な
い
。

例
え
ば
、

二

世
の

加
篇
で
は

　

　

勘
済
　
ー

発
　
ー
責

　
i
問
　
ー

返
，

の

よ
う
に

「

勘
一

を
頭
字
に

も
つ

熟
語
が
一

箇
所
に

ま
と
め

ら

れ

て

い

る

箇
所
が

あ
る

が
、

間
に

三

六

語
お
い

て
、

再

び
、

　

　

勘
會

　
i
合

と

い

う

様
に
「

勘
」

を
頭

字
に

も
つ

熟
語
が
で

て

く

る
．

こ

の

種

の

例

は
至
る

所
に
み

ら
れ

る
。

原

節
用
で

も

同
様
で

あ
る
。

以
上

の

事

実
に
よ

り
、

十
伊
は
、

二

世
・

原

節
用

よ
り
も
一

段
階
す
す
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ん
だ

畳

字
部
を
も
っ

て
い

る

と
言

え
る
で

あ

ろ
う
。

　
さ

て
、

次
に

二

色
を
み

る

と
、

前

半
に

音

読

語
を
収
録
し
、

そ

の

後
に

訓
読
語
を

収
録

し
て
い

る
。

こ

の

点

は

十
伊
と

同

様
で

あ

る
が
、

音

読
語
と

訓
読

語
が

ほ
と

ん
ど

混
じ

り

あ
っ

て

い

な
い

点

が
異
な
っ

て

い

る
。

従
っ

て
、

音

読

語
・

訓

読

語
の

分
類
整

理

と

い

う

点
に

お

い

て

は
、

二

世
・

原

節

用
・

十
伊
よ

り

は
進

ん
だ

形

に

な
っ

て
い

る
と

言
え
る

。

し
か

し
、

そ
の
一

方
、

十
伊
の

よ
う

に
頭

字
に

よ
っ

て

ま
と

め

て

い

る

わ
け
で

は

な
い

の

で
、

二

色
は

十
伊

と
は

直
接
の

影

響
関
係
は

な
い

本
で

あ

り
、

か
つ
、

二

世
・

原
節

用
よ

り
は
音

読

語
・

訓
読

語
の

分
類
整

理
の

点

で
一

歩
進
ん

で
い

る
本

で
あ
る

と
い

う

こ

と
が

で

き
る
。

　
最
後
に
三

色
に
つ

い

て

述
べ

る
。

こ

の

本
も
、

ま
ず
、

音
読
語

を

収
録
し
、

そ
の

次
に

訓
読
語
を
収
録
し

て

い

る
。

そ
し
て
、

こ

の

二

つ

の

部
分
の

区

分
は
、

星
点
に
よ
っ

て

明
確
に

示
さ
れ

て
い

る
。

し
か
し
、

こ

の

点
以
上
に

他
の

本
と

大

き
く
異
な
る
の

は
、

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（
葦
6
）

音
読
語
に

関
し
て

は

意
義
分

類
が
な
さ
れ

て

い

る

こ

と
で

あ
る
。

こ

の

分
類

方
法
は

他
の

本
に

は
全

く
み

ち

れ

な
い

も
の

で

あ
り
、

意
義
分
類
の

点
で

は
、

諸
本

中
で

最
も

進
ん

だ
形
を

も
っ

て
い

る

こ

と

に

な

る
。

　
以
上
、

分
類
方

法
の

点
か

ち
、

諸
本
の

比
較
を

行
っ

た

が
、

次

に
、

収
録
語
の

点
か

ら

比
較
す
る

。

諸
本
の
、

加
篇

収
録
語
の
一

致
の

程
度
を

【

表
三
】

と

し
て

示
す

。

（

こ

こ

で
い

う
「

一

致
」

と

は
、

あ
る

本
に

そ
の

語
が

収

録
さ

れ

て
い

る
こ

と

を
い

う
。

）

　
【

表
三
】

　

数

字
は

諸
本
に

お
け

る

語
の

配
列
順
序
を

示

す
。

　

　
　
　

　
　
こ

の

配

列
は

現
存
本
節
用
を
基

準
と

す
る
。

な
ぜ

　

　
　
　

　
　
な
ち

ば
、

現
存
本
節
用
の

畳
字

部
の

場
合
、

原

節

　

　
　
　

　
　
用
に

収
録
さ
れ
て

い

た
部

分
と

後
の

増
補
に

よ

る

　

　
　
　

　
　
部
分
と

の

境
目
が

明

確
で

は
な
く
、

他
の

本
と

の

　

　
　
　

　
　
比

較
に

よ
っ

て

そ
れ

を
確

認
す
る

必
要
が
あ
る

か

　

　
　
　

　
　
ち
で

あ

る
。

，　 2　 7　 ‘　 よ　 タ　 3　 2 　 ！ 一＝
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具
体
例
を

す
べ

て

列
挙

す
る
こ

と
は
、

紙
数
の

都

合
上
不
可
能

な
の

で
、

【

表
三
】

を
図

式
化
し
た
も
の

を
【

表
四
】

と

し
て

示

し
、

そ
れ
に

基
づ
い

て
一

致
・

不
一

致
の

状
態
を

説

明
す
る

。

　
【

表
四
】

録二

語世
終収

A1 畫

録節

語用

終収

B1 A2 節
用

E D1 C1 B2 A3 十

仲

録二

語色
終収

C2 B3 A4
二

色

録 三

語色
終収

D2 C3 B4 A5 三

色

十
伊
収

録
語
終

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
屬

　
以
下
、

詳

述
す
る

。

ま
ず
、

諸

本
の

収
録
語
は

次
の

様

に
な

る
。

　
　
二

世
iA1

　
　
節

用
lA2

・

B1

（

現
存
本
節
用

の

各
部

門
か
ち

二

世
と

　
　
　
　

　
一

致

す
る

部
分

を

抽
出
し
て
、

こ

れ
を

原
節
用
と

推

　
　
　
　

　
定
す

る
こ

と

が

可

能
で

あ
る

と

す
る

石

野
つ

る

子
氏

　
　
　
　

　（
辻
7）

　
　
　
　

　
の

説

に

従
え
ば
、

原
節

用
の

収
録
語
は
A2

で

あ
り

　
　
　
　

　
後
に

増
補
さ
れ

た

語
は
B1

と
い

う
こ

と
に

な
る
）

　
　
十

伊
ー
A3

・

B2

・

C1

・

D1

．

E

　
　
二

色
iA4

・

B3

・

C2

　
　
三

色
ー

A5

・

B4

・

C3

・

D2

　
次

に
、

各
部
分
に

お
け

る
｝

致
の

程
度

を
検
討
す
る

。

　
ま

ず
、

A1

の

部
分
に

収

録
さ
れ
て
い

る

語
（

約
一

〇

〇
語
》

は

他
の

四
本
の

い

ず
れ
に

も

よ
く
収
録
さ

れ

て
い

る
と

い

う
事
実

が

指
摘

で
き

る
。

こ

の

場
合
、

注
目

す
べ

き

こ

と
は
、

二

世
．

原

節

用
・

二

色
で
は

そ
の

収
録
順

序
ま

で
も
が

よ

く
一

致
し

て
い

る

と
い

う

こ

と
で

あ
る

、

二

色
の

場
合
、

二

世
・

原

節
用
と

は

異
な

っ

て

訓
読
語
を
後
に
お

さ
め

て

い

る

か
ち
、

収
録

順
序
を
示
す
番

号

は
ー

か
ら

始
ま
っ

て

い

る
わ

け
で

は
な
い

が
、

順
序
は

そ
ろ
っ

て

い

る
。

ま

た
、

十

伊
・

三

色
に
お

い

て

は
、

訓
読
語
の

部
分
だ
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け

は

順
序
が

そ
ろ
っ

て

い

る
（

音
読
語
の

部
分
は
、

両

書
と

も
独

自
の

分
類
法
を

採
用
し

て
い

る
の

で

順
序
は
そ
ろ

わ

な
い

の

が
普

通

で

あ
る
）

。

　
次
に

、

B1

の

部
分
に

収
録
さ

れ
て

い

る

語
（

七

六
語
。

A2

と

重
複
し

て

い

る

語
は

除
い

た
）

と
十

伊
・

二
色
・

三

色
の

収
録

語

と
の
一

致
の

度
合
い

を

調
べ

る

と
、

B2

に
収

録
さ

れ
る

べ

き

語
（

す
な
わ

ち
、

十
伊
の

収
録
語
の

う
ち
B1

の

収

録
語
と
一

致

す

る

語
）

は
三

六
語
（

B2

／
B1

　
約
四

七
％
）

、

以
下

同
様

に
し

て
、

B3

に
収

録
さ

れ
る
べ

き
語
は

わ
ず
か

に

三

語
（

約
四

％
）

、

B4

に

収
録

さ
れ

る
べ

き
語
は
五

五

語
（

約
七
二

％
）

で

あ
る
。

十

伊
・

三

色
の

間
で

四
七
％

と
七
二

％
の

差
が
で

る

理

由

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　
（

注
3

）

は
、

石
野
つ

る

子
氏

が
述
べ

て

い

る

よ
う
に

、

原

節
用
を

増

補
し

た

部
分
の
一

部
は
三

色
と

関
係
が

あ
る
こ

と

に
よ
る

の

で

は

な
い

か
と

も
考

え
ら

れ
る

が
、

現
時
点
で

は

判
断
で
き

な
い

。

　
次
に
、

C1

〜
3
の

部

分
に

つ

い

て
述
べ

る
。

C2

に

収

録
さ

れ

て

い

る

語
（

す
な
わ

ち
、

二

世
収
録

語
の

う
ち
、

A4

・

B3

に

収

録
さ
れ
な
か
っ

た
語

を
集
め

た

部

分
。

二

八

語
）

と
十

伊
・

三

色
の

収
録
語
と
の

一

致
の

度
合
い

を

調
べ

る
と
、

C1

に

収
録

さ

れ

る
べ

き
語
（

す

な
わ

ち
、

十
伊
の

収
録

語
の

う
ち
C2

の

収

録
語

と
一

致
す

る
語
V

は
二

二

語
（

C1

／
C2

　
約
七
九

％
）

で
あ

り
、

同

様
に

し
て
、

C3

に

収
録
さ

れ
る
べ

き

語
は
二

五

語

（

約

八

九
％
）

で

あ
り
、

高
い
一

致
率
を

示

す
。

前
述
の

B1

と

B2

・

B4

と
の
一

致
率
よ

り

も
か

な
り

高
い
。

偶
然
の
一

致

と

い

う

こ

と

も

理

論
上
は
想
定
し

得
る

が
、

し
か

し
、

D1

（

十
伊

収
録

語
の

う

ち
、

D2

に
一

致

す
る

語
）

と
D2

（

三

色
収
録
語

か
ら
A5

・

B4

・

C3

を

除
い

た

残
り

）

の
一

致
率
は

約
＝

＝

％
で

あ
り
、

十
伊
・

三

色

両

書
の

収
録
語

が
偶
然
一

致
す
る
率
は

こ
の

程
度
と
み

な
し
て
よ
い

か
ら
、

C1

・

C2

・

C3

の
一

致

率
の

高
さ

は

有
意
と
み

る
べ

き
で

あ
り
、

偶
然
の
一

致
と

は
考
え

が
た

い
。

こ
の

傾
向
は
他
の

篇
で
も

看
取

さ
れ

る
。

　

さ

て
、

以

上
、

個
別
に

検
討
し
た

結
果

を
総
合
す
る

と
、

畳

字

部
に

つ

い

て

は
次

の

様
に
ま

と
め

る
こ

と

が
で

き
る

。

つ

ま
り
、

　

　

五

本
の

畳

字
部
に
つ

い

て

は
、

二

世
・

原
節
用
の

部
分
が

最

　

も

古
い

形
を

残
し
て
い

る
。

節
用
は
こ

の

部
分
に

B1

の

部
分

　

を

付
加
し

て

成
立
し
た

。

ま

た
、

十
伊
・

二

色
・

三

色

は
こ

の

　

最
も
古
い

部

分
に
C2

を

付
加
し
た
内

容
を
共
有
し

て

お
り
、

　
こ

れ
ら

三

本
の

基
は
A
＋

C
の

如
き

内
容
で

あ
っ

た
こ

と

が
窺

　

え

る
。

ま
た
、

こ

の

三

本

に
お
い

て

は
、

こ
の

A
＋

C
の

内
容

　

に

独
自
の

増
補
を
施
し

て

い

る
。

〆oク
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六
、

ま
と
め

　
植
物
部
・

人

事
・

辞
字
・

畳

字
の

四

部
に
つ

い

て

調
査
し

た

結

果
に

基
づ

き
、

結
論

を
述
べ

る
。

　
最
初
に
、

五
本
の

四
部
の

特
徴
を

ま
と
め

た

結
果
を

表
五

と

し

て

示
す
。

【

　

表

五

　
】

二 現 ）

　一 原

世 存 推 二

本 定 世

て　整 同　X 未
い 理 じ　と　整 植
る　さ v

　ほ 理 物
れ ぼ 一

配　同 未 じ　と　配 同 未
列 訓 整 ）

ほ 列 訓 整 辞 人
は　群 理 ぽ は 群 理 字 事
X 　 の 　（ 同　X 　の ＿

前 訓 未 前 訓 未
部 読 整 部 読 整 畳
）

語 理 ）

語 理 字
は　＿ は ＿

か　に 各 な　か 　に 各 収
な　X 部 い な　X 部 録
り　 よ　と

少　り　も

）

　り　 よ　 と

　 少　り　も
語

数

8

と

ほ
ぼ

同

な
い
）

じ
）

原
節
用

整
理
さ

れ

未
整
理
（

未
整

理
（

各
部
と

も

（

推
定

て

い

る

同
訓
群
の

訓
読

語
は

に

X
よ

り

）

配
列
は
X

前
部
）

か

な
り
少

と
ほ
ぼ

同

な
い
V

じ
）

X
（

推

未
整
理

未
整
理

未
整
理

原
二

世
・

定
）

原
節
用

を

か

な
り

増

補

十
伊

未
整
理

未
整
理

頭
字

に
よ

X
の

植
物

っ

て

整
理

・

畳
字
を

さ
れ

て
い

増
補

る

二

色

整
理

さ
れ

訓
の

仮
名

未
整

理
（

各

部
と

も
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三

色

て　整 て
い 理 い

る　 さ る
れ

い 理 　よ　文 訓 い 　理 よ　文
る　さ　 つ 字 の る　 さ　 つ 字

れ て　数 仮 れ て　数
て　整 　に 名 て　整 　に

て　整　に 意 後 訓
い 理　よ　義

）
読

る　さ　 つ 分 語
れ て 類 は

字 二 同　X
を 色 じ　と

増 の ほ

補 畳 ぼ

ま
ず
、

植

物
部
を
み

る

と
、

最

も
語
数
の

少
な
い

の

は
二

世
と

原

節
用
で

あ
る

。

と
こ

ろ
が
、

X
に
み

ら

れ

る

よ
う

に

植
物

部
の

当
初
の

状
態
は
未

整
理

で

あ
っ

た

と

推
定
で

き

る
か

ら
、

系
統
の

最
初
の

形

態
と
し

て
は
、

二

世
・

原

節
用

程
度
の

語
数
を

有
し
、

か

つ

X
の

よ
う
に

未

整
理

で

あ
る

書
を
想

定
す
る

必
要
が

あ
る
。

本
稿
で
は
、

こ

の

書

を

原
二

世
と

仮
称
す

る
。

　

そ
し
て
、

原
二

世
の

植
物
部
を
改
良
し

て

ゆ
く

過
程
の
一

例
を

仮
説
と
し

て

示
せ

ば

次
の

様
で

あ
る
。

　
　

　

ま

ず
、

原
二

世
の

植
物
部
を

語
数
の

面
で

増
補
し
た

書
X

　
　
（

た

だ
し

配
列

は

未
整

理
の

ま
ま
）

と
、

配
列
の

み

を

整

理

　
　
し
た

書
二

世
と

が

成
立

す
る
。

ま
た
、

X
の

配
列
を
整

理

し

　
　
て
二

色
が

成
立

す
る
（

こ

の

場
合
、

二

世
で

行
わ

れ
た

整

理

　
　
と
二

色
で

行
わ
れ

た
整

理

と
の

間
に

何

ら
か
の

関
係
が

あ
っ

　
　
た
の

か

否
か
、

つ

ま
り
ど
ち

ら

か
が
一

方
の

配
列

を
参
考
に

　
　
し
た
の

か
、

あ

る
い

は

偶
然
に

似
た

配

列
に

な
っ

た
の

か
、

　
　
に
つ

い

て
は

判

断

材
料
が

な
い

た
め

判

断
で

き
な
い
）

。

そ

　
　
し
て
、

X
を
『

本
草
和
名
』

に

よ
っ

て

更
に

増
補
し
て

十
伊

　
　
が
成

立
し

、

ま
た
、

二

色
の

内
容
が
三

色
へ

と
受
け

継
が
れ

　
　
る
。

一

方
、

二

世
の

内
容
に

増
補
を

加

え
て

節
用
が
成
立
す

　
　
る
。

　
こ

の

仮

説
は

、

人
事
・

辞
字
・

畳
字
三

部
の

検

討
結
果
と

も
矛

盾
な

く
成
立

す
る

。

例

え
ば
、

人

事
・

辞
字

両
部

に
つ

い

て

は
、

次
の

よ
う

に

考
え

ら
れ

る
。

　

原
二

世
は
、

原

節
用
・

現

存
本
二

世

と
同

様
の

内
容
を
有
し

て

お

り
、

X
で

は
、

原
二

世
の

同
訓
群
の

配
列
の

整

理
は

お
こ

な
わ

れ
ず
、

同
訓

群
内

の

漢
字
の

数
が

増
補

さ
れ

る
に

と

ど
ま
っ

た
。

そ
し

て
、

二

色
に

至
っ

て

訓
の

仮

名
文

字
数

に
よ
っ

て

同
訓
群
の

配
列
の

整
理

が

行

わ
れ
、

そ

れ
は

三
色
に

引
き
継

が
れ

た
。

　
ま

た
、

畳

字
部
に
つ

い

て

は
、

次
の

よ
う

に

考
え
ら
れ

る
。

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
岬

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Research in Kunten Language

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Researoh 　ln 　Kunten 　Language

　
ま
ず
、

最

初
に

原
節
用
・

現
存
本
二

世
の

如
き
体
裁
が

あ
り

、

X
に
至
っ

て

語
数

が
増
補
さ

れ
て
、

そ
れ

が
二

色
に

う
け
つ

が
れ

た
。

そ
し

て
、

三

色
で

は

二

色
の

語
数
を

さ

ら
に

増
補
し

て

意
義

分
類
を

行
い
、

十

伊
で

は

X
の

語
数
を

更
に

増
補
し
頭
字

で

ま
と

め

た
。

　
な
お
、

こ

の

過

程
を

想
定
す
る

際
、

「

X
の

畳
字
部
に

は

原
節

用
・

原
二

世
程
度
の

数
の

謡
し
か

収
録
さ

れ

て
お
ら

ず
、

十
伊
は

原

節
用
・

原
二

世

を
増

補
し

た
二

色
か
ら

語

を
う
け
つ

い

で

整
理

し
て

成
立
し

た
」

と
い

う

想
定
は

成
立
し

難
い

。

な
ぜ
な
ち

ば
、

二

色
の

植
物
・

人

事
・

辞
字
は
整

理
さ
れ

て

お

り
、

十
伊
が

畳
字

部
だ

け
を
参
考
に

し
た
と

は

考
え

難
い

か

ら

で

あ
る

。

　
以
上
の

推
定
に

従
っ

て
、

「

イ
ロ

ハ

字
類

抄
」

の

系
統
関
係
の

一

つ

の

例
を

図
示

す
る
と

次
の

様

で
あ
る
。

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
仰

　

こ

の

他
に

も
い

く
つ

か
の

糸
統
試
案

を
出
す

こ
と

が
で
き
る

が

そ

れ
ら
の

試
案
は

少
な
く
と

も
次
の

三

点
を
満
た

す

も
の

で

な
け

れ

ば
な
ら

な
い

。

　
 
十
伊
は
、

二

色
・

三

色
か
ら

派
生
し

た
も
の

で

は

な
い

の

で

　
そ
の

原
本
X
を
二

色
・

三

色
以

前
に

設
定
す
る
。

　
 
X
は

「

イ
ロ

ハ

字
類
抄
」

系
統
の

中
間
的
な
内
容
を

も
っ

て

　
い

た

と

考
え
ら

れ

る
の

で
、

X
以

前
の

形
態

を
も
つ

祖
本

を
設

　
定
す

る
。

　
 
現

存
本
節
用
（

前
半
部
）

・

現

存
本
二

世
は
、

「

イ
ロ

ハ

字

　
類
抄
」

系
統
の

古
い

形
態
を
比
較
的
よ

く

保
っ

て
い

る
の

で
、

　
そ
の

原
本
は
X
以
前
に

設
定
す

る
。

【

使
用
テ

キ
ス

ト
】

　

節
用
ー

白
帝
社

複
製
本

　

二

世
i
天
理
図

書
館
蔵
本
の

写

真

　

十
伊
ー

大
東
急

記
念
文
庫
蔵
本
の

複
製
本
（

『

古
辞
書

叢
刊

　
　

　
　
』

所
収
）

　

二

色
1
尊
経
閣

文
庫
蔵
本
の

複

製
本
（

『

古
辞
書
叢
刊
』

所

　
　

　
　

収
）

　

三

色
i
尊
経
閣

文
庫
蔵
本
の

複

製
本
（

風

間
書
房
）
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七

巻
本
『

世
俗

字
類
抄
』

ー

尊
経
閣
文

庫
蔵

本
の

複
製
本
（

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
『

古
辞
書
叢

刊
』

所
収
）

『

本

草
和
名
』

i
『

日
本
古
典

全
集
』

所

収
の

複
製
本

【

　
注
　
】

　一
、

川
瀬
一

馬
氏
を
は

じ
め
、

多
く
の

先
学
が

同
趣
旨
の

説
を

　

述
べ

て

お
ち

れ

る
。

二
、

峰
岸
明
氏
は
『

色
葉
字
類
抄
　
研
究
並
び

に

　
総
合
索
引

　

』

解
説
に

お
い

て
、

篇
名
表
示
の

真

仮
名
の

状
態
か

ら
、

十

　

伊
は
三

色
を
継
承
発
展
さ

せ
た

も
の

と

は
考
え
が

た
い

面
の

　

あ
る

こ

と
を

述
べ

て

お
ら

れ
る

。

三
、

「

節
用

文
字
の

位
置

ー

色
葉
字
類
抄
及
び

世

俗
字
類
抄
と

　
　

の

比
較
よ

り

見
た
る

ー
」

（

『

国
語
と

国
文
学
』

第
三

〇
三

　

号

　
昭
和
二

四

年
七

月
号
）

四
、

こ

の

点
に
つ

い

て

は
、

昭
和
五
五

年

度
秋
季
国
語
学
会
で

　
　

発
表
し
た

。

『

国
語
学
』

第
一

二

四
輯
（

昭
和
五
六
年
三

月

　
　
）

　

五
五

頁

　
発
表
要
旨

参
照
。

五
、

注
二

の

文
献
参
照

。

六
、

注
二

の

文
献
参
照

。

七
、

注
三
の

論
文
参

照
。

八
、

注
三
の

論
文

参
照

。

【

付

記
】

　
本

稿
は

第
五
一

回

訓
点
語
学
会

研
究
発
表
会
（

昭
和
五

九

年
十

月
十
九

日
）

で
の

発
表
を
ま

と
め

た

も
の

で

す
。

発
表
の

席

上
、

峰
岸
明

氏
か

ら
、

氏
も

同
趣
旨
の

お

考
え

を
も
っ

て
い

ち
っ

し
ゃ

る

旨
を

う
か

が
い

ま
し
た

。

記
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

峰
岸

氏
の

お

考
え

は
、

「

字
類
抄
の

系
譜
ー

人
事
・

辞
字
両
部
所
収
語

の

検
討
を

通
し
て

ー
（

上
》

（

中
）

（

下
）

」

と

し
て
、

『

国
語

国
文
』

（

第

五
十
三

巻
　
第
九
・

十
・

十
一

号
）

に

掲
載

さ
れ

ま

し

た
。

た

だ
、

公
刊
さ

れ
た
の

は

学

会
後
で

し
た

の

で
、

発

表
前

に

拝
読
さ

せ

て
い

た

だ

く
こ

と
が

で

き
ず
残
念
で
し

た
。

　

ま
た

、

二

巻
本
『

世
俗

字
類
抄
』

の

閲
覧
を
快

く
御
承
知
く

だ

さ
い

ま
し

た

天
理

図
書
館

に

厚
く
御
礼
申
し

上
げ

ま
す
。

解
勉

六

イ
〆

卸
＋
二

目
釦

臼

受
捉
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